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５ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

（１）ワーク・ライフ・バランスについての希望と現状 

問 20 あなたの生活の中で、「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」で何を優先しますか。あ

なたの「希望」と「現状」に最も近いものをそれぞれお答えください。（「希望」「現状」

それぞれに１つを選んで番号を記入） 

① ワーク・ライフ・バランスの希望 

男女ともに「『仕事』と『家庭生活』と『地域・個人の生活』をともに優先」が最も多く、女

性で 30.2％、男性で 26.3％となっています。次いで「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」

が、女性で 20.5％、男性で 19.1％、「『家庭生活』を優先」が、女性で 17.7％、男性で 17.0％

などとなっています。 

性別で比較すると、男性で「『仕事』を優先」「『仕事』と『地域・個人の生活』をともに優先」

が多くなっています。 

前回調査と比較すると、女性では「『仕事』と『家庭生活』と『地域・個人の生活』をともに

優先」が多く、「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」が少なくなっています。男性では「『家

庭生活』を優先」「『地域・個人の生活』をともに優先」が多く、「『仕事』を優先」「『仕事』と

『家庭生活』をともに優先」が少なくなっています。 

 ワーク・ライフ・バランスの希望  

 

  

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 わからない

不明・無回答
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0.9 

2.1 

2.0 

3.8 

1.9 

5.3 
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全体(n=1,236)
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男性(n=524)

女性・18歳～29歳(n=78)

女性・30歳～39歳(n=93)

女性・40歳～49歳(n=106)

女性・50歳～59歳(n=117)

女性・60歳～69歳(n=146)

女性・70歳以上(n=153)

男性・18歳～29歳(n=53)

男性・30歳～39歳(n=52)

男性・40歳～49歳(n=76)

男性・50歳～59歳(n=80)

男性・60歳～69歳(n=134)

男性・70歳以上(n=128)

平成27年度・女性(n=683)

平成27年度・男性(n=560)

（%）
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〔県・国との比較〕 

県と比較すると、男女ともに「『仕事』と『家庭生活』と『地域・個人の生活』をともに優先」

が多く、「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」が少なくなっています。 

国と比較すると、男女ともに「『仕事』と『家庭生活』と『地域・個人の生活』をともに優先」

が多く、「『仕事』を優先」「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」が少なくなっています。 

 

 ワーク・ライフ・バランスの希望  

 

 
※ 県調査・国調査の回答数には、この設問での「不明・無回答」が含まれていません。  

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 わからない

不明・無回答
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2.9 
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男性・滋賀県(n=1,052)

男性・国(n=1,238)

（%）
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② ワーク・ライフ・バランスの現状 

女性では「『家庭生活』を優先」が 28.0％と最も多く、次いで「『仕事』と『家庭生活』をと

もに優先」が 22.9％、「『仕事』を優先」が 18.0％などとなっています。男性では「『仕事』を

優先」が 39.1％と最も多く、次いで「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」が 15.8％、「『家

庭生活』を優先」が 9.9％などとなっています。 

性別で比較すると、女性では「『家庭生活』を優先」「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」

が多く、男性では「『仕事』を優先」「『仕事』と『地域・個人の生活』をともに優先」が多くな

っています。 

前回調査と比較すると、男女ともに「『家庭生活』と『地域・個人の生活』をともに優先」「『仕

事』と『家庭生活』と『地域・個人の生活』をともに優先」が少なくなっています。また、男

性では「『仕事』を優先」が多くなっています。 

 ワーク・ライフ・バランスの現状  

 

  

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 わからない

不明・無回答
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3.0

7.8

5.1

3.9

9.3

10.2

6.9
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女性(n=693)

男性(n=524)
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女性・60歳～69歳(n=146)

女性・70歳以上(n=153)

男性・18歳～29歳(n=53)

男性・30歳～39歳(n=52)

男性・40歳～49歳(n=76)

男性・50歳～59歳(n=80)

男性・60歳～69歳(n=134)

男性・70歳以上(n=128)

女性・平成27年度(n=683)

男性・平成27年度(n=560)

（%）
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〔県・国との比較〕 

県と比較すると、女性では「『家庭生活』を優先」が多く、「『仕事』と『家庭生活』と『地域・

個人の生活』をともに優先」が少なく、男性では「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」が少

なくなっています。 

国と比較すると、男女ともに「『仕事』を優先」が多く、「『家庭生活』を優先」が少なくなっ

ています。 

 

 ワーク・ライフ・バランスの現状  

 

 

※ 県調査・国調査の回答数には、この設問での「不明・無回答」が含まれていません。  

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 わからない

不明・無回答

18.0 

19.2 

16.6 

39.1 

39.0 

36.5 

28.0 

26.1 

39.9 
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5.0 

3.2 

5.5 

22.9 

21.7 

21.0 

15.8 

21.5 

21.0 
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9.6

4.4

6.9

6.4

4.2 

10.0 

5.3 

6.5 

8.2 

4.8 

4.6

6.0

1.6

5.7

5.6

2.3

10.2

6.9

0 25 50 75 100

女性・東近江市(n=693)

女性・滋賀県(n=1,258)

女性・国(n=1,407)

男性・東近江市(n=524)

男性・滋賀県(n=1,045)

男性・国(n=1,238)

（%）
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③ ワーク・ライフ・バランスの希望と現状の関係 

ワーク・ライフ・バランスの希望と現状の関係をみると、「一致している」が、女性では 21.9%、

男性では 17.6％、「一致していない」が、女性では 66.8％、男性では 75.0％となっています。 

 

 ワーク・ライフ・バランスの希望と現状の関係  

 

 

 

＜希望と現状が一致している＞ 

希望と現状が一致している場合では、女性では「『家庭生活』を優先」が最も多く 34.9%、次

いで「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」が 25.0％、「『家庭生活』と『地域・個人の生活』

をともに優先」が 18.4％などとなっています。 

男性では「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」が最も多く 25.0％、次いで「『仕事』と『家

庭生活』と『地域・個人の生活』をともに優先」が 17.4％、「『家庭生活』を優先」「『家庭生活』

と『地域・個人の生活』をともに優先」が 12.0％などとなっています。 

 

 希望と現状が一致している場合のワーク・ライフ・バランス  

  

一致している 一致していない 不明・無回答

21.9 

17.6 

66.8 

75.0 

11.3 

7.4 

0 25 50 75 100

女性(n=693)

男性(n=524)

（%）

2.6

34.9

2.6

25.0

1.3

18.4

11.2

3.9

6.5

12.0

9.8

25.0

7.6

12.0

17.4

9.8

0 20 40

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

わからない

（%）

女性(n=152)

男性(n=92)
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＜希望と現状が一致していない＞ 

希望と現状が一致していない場合では、女性では、希望が「『仕事』と『家庭生活』と『地域・

個人の生活』をともに優先」、現状が「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」が最も多く 14.3％、

次いで希望が「『仕事』と『家庭生活』と『地域・個人の生活』をともに優先」で、現状が「『家

庭生活』を優先」が 11.9％などとなっています。 

男性では、希望が「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」、現状が「『仕事』を優先」が最も

多く 14.0％、次いで希望が「『仕事』と『家庭生活』と『地域・個人の生活』をともに優先」、

現状が「『仕事』を優先」が 13.2％などとなっています。 

 

 希望と現状が一致していない場合のワーク・ライフ・バランス（女性）  

 

 

 希望と現状が一致していない場合のワーク・ライフ・バランス（男性）  

  

n=481 (%)

　　　　　　　　希望

現状

「仕事」を優先
「家庭生活」を優
先

「地域・個人の生
活」を優先

「仕事」と「家庭
生活」をともに優
先

「仕事」と「地
域・個人の生活」
をともに優先

「家庭生活」と
「地域・個人の生
活」をともに優先

「仕事」と「家庭
生活」と「地域・
個人の生活」をと
もに優先

「仕事」を優先 4.8 2.3 6.2 1.0 2.7 7.3

「家庭生活」を優先 0.2 0.6 10.4 0.8 4.8 11.9

「地域・個人の生活」を
優先 0.2 0.2 0.6 0.2 0.4 1.2

「仕事」と「家庭生活」
をともに優先 0.2 5.2 0.4 0.8 3.7 14.3

「仕事」と「地域・個人
の生活」をともに優先 0.2 0.0 0.2 0.4 0.4 0.8

「家庭生活」と「地域・
個人の生活」をともに優
先

0.0 1.7 0.4 0.6 0.2 1.9

「仕事」と「家庭生活」
と「地域・個人の生活」
をともに優先

0.0 0.6 0.0 0.6 0.0 1.0

n=393 (%)

　　　　　　　　希望

現状

「仕事」を優先
「家庭生活」を優
先

「地域・個人の生
活」を優先

「仕事」と「家庭
生活」をともに優
先

「仕事」と「地
域・個人の生活」
をともに優先

「家庭生活」と
「地域・個人の生
活」をともに優先

「仕事」と「家庭
生活」と「地域・
個人の生活」をと
もに優先

「仕事」を優先 10.4 2.8 14.0 0.0 5.9 13.2

「家庭生活」を優先 1.3 0.5 2.0 1.0 3.1 2.3

「地域・個人の生活」を
優先 0.5 0.5 0.5 0.5 0.8 1.3

「仕事」と「家庭生活」
をともに優先 0.8 3.8 0.5 0.5 1.5 7.6

「仕事」と「地域・個人
の生活」をともに優先 0.0 1.3 1.0 0.3 0.5 3.8

「家庭生活」と「地域・
個人の生活」をともに優
先

0.5 0.5 0.5 0.0 0.3 1.0

「仕事」と「家庭生活」
と「地域・個人の生活」
をともに優先

0.3 1.8 0.8 0.8 0.3 0.8
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（２）ワーク・ライフ・バランスの希望実現をさまたげている要因 

＜問 20の「希望」と「現状」の回答が異なる方におたずねします＞ 

問 21 「現状」を「希望」に近づけることをさまたげている（ていた）のはどんなことですか。

（あてはまるものすべてに◯） 

女性では「仕事が忙しくて時間がない」が 40.2％と最も多く、次いで「家事や子育てで時間

がない」が 24.9％などとなっています。男性では「仕事が忙しくて時間がない」が 57.8％と最

も多く、次いで「職場の理解や支援が不足している」が 22.0％などとなっています。 

性別で比較すると、女性では「家事や子育てで時間がない」などが多く、男性では「仕事が

忙しくて時間がない」などが多くなっています。 

前回調査と比較すると、女性では「家事や子育てで時間がない」「男女の役割分担についての

社会通念等」などが多くなっています。男性では「職場の理解や支援が不足している」「男女の

役割分担についての社会通念等」などが多くなっています。 

 ワーク・ライフ・バランスの希望実現をさまたげている要因（複数回答)  

  

仕事が忙しくて時間
がない

家事や子育てで時間
がない

家族の介護や看護な
どで時間がない

家族の理解や協力を
得にくい

職場の理解や支援が
不足している

隣近所の目や世間体
が気になる

男女の役割分担につ
いての社会通念等

自分の能力に自信が
ない

全体(n=825) 48.4 16.5 8.7 11.6 18.1 8.7 12.6 14.7

女性(n=438) 40.2 24.9 11.9 14.8 14.6 8.7 13.9 18.5

男性(n=377) 57.8 6.9 5.3 7.7 22.0 8.8 11.4 10.3

女性・18歳～29歳(n=61) 60.7 16.4 4.9 3.3 16.4 4.9 8.2 13.1

女性・30歳～39歳(n=66) 47.0 45.5 4.5 9.1 13.6 3.0 10.6 12.1

女性・40歳～49歳(n=71) 46.5 42.3 7.0 11.3 19.7 8.5 14.1 21.1

女性・50歳～59歳(n=84) 44.0 26.2 11.9 22.6 15.5 8.3 19.0 13.1

女性・60歳～69歳(n=90) 27.8 10.0 16.7 15.6 7.8 7.8 15.6 22.2

女性・70歳以上(n=66) 19.7 12.1 24.2 24.2 16.7 19.7 13.6 28.8

男性・18歳～29歳(n=41) 65.9 0.0 2.4 2.4 12.2 4.9 2.4 12.2

男性・30歳～39歳(n=40) 70.0 7.5 2.5 2.5 22.5 10.0 12.5 17.5

男性・40歳～49歳(n=57) 63.2 14.0 1.8 7.0 35.1 7.0 7.0 5.3

男性・50歳～59歳(n=68) 73.5 8.8 5.9 5.9 26.5 4.4 7.4 5.9

男性・60歳～69歳(n=98) 50.0 6.1 6.1 12.2 18.4 13.3 13.3 13.3

男性・70歳以上(n=73) 38.4 4.1 9.6 9.6 17.8 9.6 20.5 9.6

平成27年度・女性(n=383) 34.2 18.3 8.9 8.4 9.4 6.0 6.5 14.4

平成27年度・男性(n=313) 50.2 2.9 3.2 2.6 11.5 4.2 1.6 7.7

健康状態に不安があ
る

適当な仕事がない
就職に関する情報を
得にくい

地域活動に関する情
報を得にくい

自分に興味のある内
容がない

人間関係がわずらわ
しい

何からはじめてよい
かわからない

その他

全体(n=825) 16.2 8.8 3.8 9.0 8.0 16.2 10.1 8.5

女性(n=438) 18.5 8.9 4.1 8.4 7.1 17.1 11.0 8.0

男性(n=377) 14.1 9.0 3.4 9.8 9.0 14.3 9.3 9.0

女性・18歳～29歳(n=61) 6.6 9.8 4.9 4.9 4.9 23.0 16.4 14.8

女性・30歳～39歳(n=66) 10.6 7.6 3.0 3.0 6.1 4.5 16.7 12.1

女性・40歳～49歳(n=71) 12.7 12.7 5.6 8.5 4.2 15.5 12.7 5.6

女性・50歳～59歳(n=84) 16.7 9.5 6.0 9.5 10.7 15.5 6.0 9.5

女性・60歳～69歳(n=90) 27.8 8.9 2.2 8.9 6.7 23.3 8.9 2.2

女性・70歳以上(n=66) 33.3 4.5 3.0 15.2 9.1 19.7 7.6 6.1

男性・18歳～29歳(n=41) 2.4 12.2 4.9 2.4 9.8 9.8 12.2 7.3

男性・30歳～39歳(n=40) 2.5 15.0 0.0 12.5 12.5 22.5 10.0 7.5

男性・40歳～49歳(n=57) 7.0 8.8 3.5 5.3 5.3 12.3 5.3 10.5

男性・50歳～59歳(n=68) 10.3 4.4 2.9 7.4 8.8 4.4 8.8 10.3

男性・60歳～69歳(n=98) 25.5 11.2 6.1 11.2 12.2 18.4 10.2 10.2

男性・70歳以上(n=73) 20.5 5.5 1.4 16.4 5.5 17.8 9.6 6.8

平成27年度・女性(n=383) 17.8 9.4 3.7 3.4 7.3 12.5 9.4 9.9

平成27年度・男性(n=313) 14.1 6.1 1.6 4.8 5.4 9.6 8.0 8.3

(%)


